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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期
第１四半期
累計(会計)期間

第48期
第１四半期
累計(会計)期間

第47期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 2,380,2992,106,0049,545,946

経常利益又は経常損失(△)

（千円）
186,046△33,927 866,493

四半期(当期)純利益又は四半期純損失(△)（千円） 105,687△22,544 308,495

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 733,360 733,360 733,360

発行済株式総数（千株） 8,264 8,264 8,264

純資産額（千円） 6,204,8676,046,1706,171,121

総資産額（千円） 7,943,9297,594,2358,095,305

１株当たり純資産額（円） 795.48 775.42 791.38

１株当たり四半期(当期)純利益金額又は１株当たり四半期純損失金

額(△)（円）
13.54 △2.89 39.55

潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額（円） － － －

１株当たり配当額（円） － － 39.50

自己資本比率（％） 78.1 79.6 76.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△196,594△278,633 570,641

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△250,627 203,828△215,715

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△100,909△156,304△310,206

現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高（千円） 2,221,1872,582,9292,814,039

従業員数（人） 1,540 1,570 1,439

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　　３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

　　　　４．第47期第１四半期累計(会計)期間及び第47期における潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　５．第48期第１四半期累計(会計)期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり

四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

　当社には関係会社が存在しないため、該当事項はありません。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人）     1,570

（注）従業員数には嘱託、契約社員、パート及びアルバイトを含んでおりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期会計期間の生産実績を部門別に示すと、次のとおりであります。

部門別
当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

前年同四半期比（％）

ネットワークサービス（千円） 1,319,955 94.9

システム開発（千円） 515,147 79.3

システム運用（千円） 243,768 81.8

ＯＡサービス（千円） 27,132 64.1

合計（千円） 2,106,004 88.5

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第１四半期会計期間における受注状況を部門別に示すと、次のとおりであります。

部門別 受注高（千円） 前年同四半期比(％) 受注残高（千円） 前年同四半期比(％)

ネットワークサービス 1,323,097 95.1 9,320 －

システム開発 520,981 78.2 5,834 35.4

システム運用 243,768 81.8 － －

ＯＡサービス 27,132 64.1 － －

合計 2,114,980 88.2 15,154 91.9

（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第１四半期会計期間の販売実績を部門別に示すと、次のとおりであります。

部門別
当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

前年同四半期比（％）　

ネットワークサービス（千円） 1,319,955 94.9

システム開発（千円） 515,147 79.3

システム運用（千円） 243,768 81.8

ＯＡサービス（千円） 27,132 64.1

合計（千円） 2,106,004 88.5

（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。　

（１）業績の状況　

当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、米国に端を発した金融不安による世界経済の減速や円高等の影

響を受け、企業収益の大幅な悪化、雇用の減少や個人消費の低下等、景気低迷が続いております。

情報サービス産業におきましても、顧客の情報化投資の抑制や凍結が行われる等、引き続き厳しい状況にあり

ます。

このような情勢の下、当社では、一括アウトソーシングでの事業推進を強化することで経営資源の集中を図る

とともに、中核を担うコアリーダーの育成に注力し、生産性・収益性の向上に努めてまいりました。また、事業所

間の連携・協力の態勢強化を図り、顧客ニーズの迅速な把握と対応に取り組みました。

一方で、製造業を中心とする顧客企業の情報化投資抑制の影響は大きく、技術者の稼働率が想定以上に低下し

たことに加え、技術者育成への教育投資を先行させたことにより、当第１四半期会計期間の経営成績は、売上高

2,106百万円（前年同期比11.5％減）、経常損失33百万円（前年同期は経常利益186百万円）、四半期純損失22百

万円（前年同期は四半期純利益105百万円）となりました。

部門別概況は次のとおりであります。

（ネットワークサービス部門）

高収益部門への経営資源の集中を進め、一括アウトソーシング事業の基盤強化に努めました。一方で、顧客企業

の情報化投資抑制の影響は大きく、売上高は1,319百万円（前年同期比5.1％減）となりました。

（システム開発部門）

受託開発環境の整備と受注案件獲得への注力をおこなったものの、市場での開発案件減少が影響し、売上高は

515百万円（前年同期比20.7％減）となりました。

（システム運用部門）

汎用系の運用・オペレーション業務は、価格下落が続いていること、また、顧客のニーズが汎用系からネット

ワーク系技術へ移行していることから、ネットワークサービス部門への技術者のシフトを進めており、売上高は

243百万円（前年同期比18.2％減）となりました。

（ＯＡサービス部門）

ＯＡサービスの常駐業務は、価格競争が激しく、採算性が悪化していることから、将来性を検討しながら事業の

縮小を進めており、売上高は27百万円（前年同期比35.9％減）となりました。

（２）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べ231百万円減少し、2,582百万円

となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は278百万円（前年同期は196百万円の使用）となりました。これは主に、売上債

権138百万円の減少やその他の負債98百万円の増加があったものの、賞与引当金388百万円の減少や法人税等146

百万円の支払いがあったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は203百万円（前年同期は250百万円の使用）となりました。これは主に、有価証

券99百万円の償還による収入や定期預金100百万円の払戻しによる収入によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は156百万円（前年同期は100百万円の使用）となりました。これは主に、短期借

入金50百万円の返済や配当金105百万円の支払いによるものであります。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた事項はありませ

ん。
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（４）研究開発活動

該当事項はありません。

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社の経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、前事業年度における有価証券報告書「第２　事業

の状況　４．事業等のリスク」に記載の事項から重要な変更はありません。また、顧客企業の情報化投資抑制の動

きが想定を上回り経営成績に影響を及ぼしましたが、経営戦略の重要な変更はありません。

（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①資金調達

　当社の事業活動に必要な資金は、主として内部資金を源泉としております。なお、一部、長期的な観点から金融機

関借入を実行しておりますが、手許資金を考慮した場合、実質無借金経営となっております。

②資産及び負債・純資産

当第１四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ501百万円減少し、7,594百万円となりまし

た。

流動資産は759百万円増加し、5,270百万円となりました。主な要因は、現金及び預金331百万円の減少や売掛金

138百万円の減少があったものの、１年以内に償還を迎える投資有価証券を固定資産から流動資産に振り替えた

ことによる有価証券1,201百万円の増加があったことによるものであります。固定資産は1,260百万円減少し、

2,323百万円となりました。主な要因は、１年以内に償還を迎える投資有価証券1,201百万円を流動資産に振り替

えたことによるものであります。

当第１四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末に比べ376百万円減少し、1,548百万円となりまし

た。

流動負債は378百万円減少し、1,473百万円となりました。主な要因は、賞与引当金388百万円の減少によるもの

であります。固定負債はほぼ前事業年度末並みの74百万円となりました。

当第１四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べ124百万円減少し、6,046百万円となりま

した。主な要因は配当金155百万円の支払いによるものであります。

（７）経営者の問題意識と今後の方針について

当社の経営陣は、現状の事業分析及び入手可能な情報に基づき、最善の経営方針を立案し経営に当たるよう努

めております。経営者の問題認識と今後の方針につきましては、前事業年度における有価証券報告書に記載の事

項から重要な変更はありませんが、引き続き顧客ニーズの迅速な把握と対応に取り組むとともに業務の効率化を

推し進めてまいります。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

（２）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はあ

りません。また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,729,000

計 20,729,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発行
数(株)

（平成21年６月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成21年８月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,264,850 8,264,850
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株　

計 8,264,850 8,264,850 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成21年４月１日～
－ 8,264,850 － 733,360 － 623,845

　平成21年６月30日

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　467,000 － 　－

完全議決権株式（その他） 普通株式　　7,646,000 7,646 　－

単元未満株式 普通株式　　　151,850 － 　－

発行済株式総数 8,264,850 － 　－

総株主の議決権 － 7,646 　－

　 

②【自己株式等】

 平成21年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株式

数（株）

他人名義所有株式

数（株）

所有株式数の合計

（株）

発行済株式総数に対す

る所有株式数の割合

(％)

旭情報サービス株式会社
東京都千代田区丸の

内１丁目７番12号　
467,000 － 467,000 5.65

計 － 467,000 － 467,000 5.65

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月

最高（円） 780 799 880

最低（円） 731 745 790

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に

基づき、当第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20

年６月30日まで）に係る四半期財務諸表並びに当第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日ま

で）及び当第１四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、新

日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,582,929 2,914,039

売掛金 1,069,346 1,207,507

有価証券 1,201,240 －

前払費用 54,626 53,236

繰延税金資産 342,408 329,295

その他 20,276 7,743

流動資産合計 5,270,828 4,511,822

固定資産

有形固定資産 ※1
 110,415

※1
 114,996

無形固定資産 15,360 16,772

投資その他の資産

投資有価証券 543,346 1,787,292

長期預金 800,000 800,000

賃貸不動産 ※2
 117,321

※2
 118,372

敷金及び保証金 265,734 267,370

保険積立金 389,386 389,386

前払年金費用 57,811 59,396

繰延税金資産 7,785 11,962

その他 16,246 17,934

投資その他の資産合計 2,197,631 3,451,714

固定資産合計 2,323,407 3,583,483

資産合計 7,594,235 8,095,305
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

短期借入金 430,000 480,000

未払金 42,903 59,402

未払費用 404,868 362,910

未払法人税等 4,671 152,827

未払消費税等 87,945 74,322

預り金 157,186 31,141

賞与引当金 289,500 678,000

その他 56,830 13,800

流動負債合計 1,473,906 1,852,403

固定負債

役員退職慰労引当金 74,158 71,780

固定負債合計 74,158 71,780

負債合計 1,548,064 1,924,183

純資産の部

株主資本

資本金 733,360 733,360

資本剰余金 624,519 624,519

資本準備金 623,845 623,845

その他資本剰余金 674 674

利益剰余金 5,111,792 5,290,294

利益準備金 144,000 144,000

別途積立金 4,090,000 4,090,000

繰越利益剰余金 877,792 1,056,294

自己株式 △350,242 △349,739

株主資本合計 6,119,430 6,298,434

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6,507 △47,545

土地再評価差額金 △79,767 △79,767

評価・換算差額等合計 △73,259 △127,312

純資産合計 6,046,170 6,171,121

負債純資産合計 7,594,235 8,095,305
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 2,380,299 2,106,004

売上原価 1,818,421 1,761,383

売上総利益 561,878 344,621

販売費及び一般管理費 ※
 381,536

※
 387,096

営業利益又は営業損失（△） 180,341 △42,475

営業外収益

受取利息 3,297 5,866

受取配当金 3,286 2,887

賃貸不動産収入 1,703 2,042

雑収入 1,663 1,740

営業外収益合計 9,950 12,536

営業外費用

支払利息 2,187 1,797

賃貸不動産費用 2,057 2,190

営業外費用合計 4,245 3,988

経常利益又は経常損失（△） 186,046 △33,927

特別損失

固定資産除却損 1,317 －

特別損失合計 1,317 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 184,729 △33,927

法人税等 79,042 △11,382

四半期純利益又は四半期純損失（△） 105,687 △22,544
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

184,729 △33,927

減価償却費 5,581 6,508

長期前払費用償却額 2,213 2,725

賞与引当金の増減額（△は減少） △313,136 △388,500

有形固定資産除却損 1,317 －

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8,600 2,378

受取利息及び受取配当金 △6,583 △8,753

支払利息 2,187 1,797

賃貸不動産収入 △1,703 △2,042

賃貸不動産費用 2,057 2,190

売上債権の増減額（△は増加） 14,240 138,160

その他の資産の増減額（△は増加） △14,236 △11,459

未払費用の増減額（△は減少） 46,908 41,958

未払消費税等の増減額（△は減少） 18,415 13,623

その他の負債の増減額（△は減少） 89,512 98,646

その他 3,690 －

小計 26,594 △136,692

利息及び配当金の受取額 6,586 6,725

利息の支払額 △2,197 △1,759

法人税等の支払額 △227,577 △146,906

営業活動によるキャッシュ・フロー △196,594 △278,633

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △13,898 △516

投資有価証券の取得による支出 △699,667 －

投資有価証券の売却による収入 3,270 4,659

投資有価証券の償還による収入 500,000 －

有価証券の償還による収入 － 99,110

定期預金の払戻による収入 － 100,000

賃貸不動産の賃貸による収入 1,703 2,042

賃貸不動産の管理による支出 △1,118 △1,139

敷金の差入による支出 △40,253 △2,111

敷金の回収による収入 539 1,784

その他 △1,201 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △250,627 203,828

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 － △50,000

自己株式の増減額（△は増加） △798 △502

配当金の支払額 △100,110 △105,802

財務活動によるキャッシュ・フロー △100,909 △156,304

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △548,131 △231,109

現金及び現金同等物の期首残高 2,769,319 2,814,039

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,221,187

※
 2,582,929
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

固定資産の減価償却の算定

方法

　減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、事業年度に係る減価

償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効

税率を乗じて計算しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金を計算すると著

しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用しております。なお、法人税等

調整額は法人税等に含めて表示しております。

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成21年６月30日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は98,550千円であり

ます。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は93,452千円であり

ます。

※２　賃貸不動産の減価償却累計額は107,321千円でありま

す。

※２　賃貸不動産の減価償却累計額は106,270千円でありま

す。

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。

　役員報酬 36,342千円

　給与 113,517千円

　賞与引当金繰入額 37,121千円

　家賃 67,471千円

　減価償却費 5,375千円

　退職給付費用 3,366千円

　法定福利費 18,273千円

　役員報酬 36,702千円

　給与 118,919千円

　賞与引当金繰入額 29,025千円

　家賃 70,427千円

　減価償却費 6,251千円

　退職給付費用 3,511千円

　法定福利費 18,762千円
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）　

現金及び預金勘定 3,221,187千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△1,000,000千円

　現金及び現金同等物 2,221,187千円

 

現金及び預金勘定 2,582,929千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
－ 千円

　現金及び現金同等物 2,582,929千円

 

（株主資本等関係）

　当第１四半期会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21

年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　8,264,850株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　467,633株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月24日

定時株主総会
普通株式 155,956 20.0平成21年３月31日平成21年６月25日利益剰余金

（有価証券関係）

前事業年度末と比較して著しい変動がありません。

（デリバティブ取引関係）

当社はデリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。　

（持分法損益等）

当社は関連会社がないため、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成21年６月30日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 775.42円 １株当たり純資産額 791.38円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 13.54円 １株当たり四半期純損失金額(△) △2.89円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純利益又は四半期純損失(△)（千円） 105,687 △22,544

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

(△)（千円）
105,687 △22,544

期中平均株式数（千株） 7,800 7,797

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月11日

旭情報サービス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 亀沖　正典　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 早川　芳夫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている旭情報サービス株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第47期事業年度の第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成

20年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の

立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、旭情報サービス株式会社の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管し

ております。

　２.四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。

EDINET提出書類

旭情報サービス株式会社(E04920)

四半期報告書

19/20



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月12日

旭情報サービス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 早川　芳夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士  林 　由佳　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている旭情報サービス株式

会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第48期事業年度の第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成

21年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、旭情報サービス株式会社の平成21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管し

ております。

　２.四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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